



















































京都大学 博士（工学） 氏名 藤 田 和 宏 
ずまないが、軸直角方向には繊維径の 3 分の 1 近くもひずむことが分かった。高弾性




した。また、PAN 系の繊維で軸方向引張弾性率 EL の軸直角方向弾性率 ET に対する比が
11～16、EL のせん断弾性率 GLT に対する比が 14～15 であるのに対し、高弾性率のピッ




















































軸直角方向圧縮では繊維径の 3 分の 1 近くまで変形することが分かった。また、軸直角
方向の特性には、黒鉛結晶の力学特性よりも空隙などそれ以外の部分の影響が大きいこ
とが分かった。軸方向引張弾性率の軸直角方向弾性率に対する比は、高強度の PAN 系繊





5) マイクロコンポジットによる界面せん断強度の評価手法を開発した。 C/C コンポジ
ットでは周辺繊維の存在によりマトリックス組織が樹脂単体の炭化とは異なった組織
となるが、マイクロコンポジットによって実際の C/C コンポジットでの微視的な組織を
再現した界面せん断強度の評価を行うことができた。  
 
以上のように、本論文は、大きな異方性を有する炭素繊維の軸方向引張特性以外の
様々な特性を評価するための試験法の開発、評価を行っており、学術上、実際上寄与す
るところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるもの
と認める。また、令和２年１月１７日、論文内容とそれに関連した事項について試問を
行った結果、合格と認めた。 
 
